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のんで,DOA の救命は榛めて困難であった.蘇生例で

は救急車内でLJl心停止及び,心停止から10分以内の病院

到着例が多く,心停止直後の ･･次救命処際に加え,1()分

以内の 二次救命処置が蘇生に必費と考え～･:)わた. しかし,

蘇生例でも10例は.重篤な脳障害のため死亡 しておL).

髄保護対筒の重要性が再認識さかた.

5)下腿開放骨折治療成績 の検討
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当科で過去11年間にかl墳 した下腿開放骨折 177例 180

i),受侮原因は交通事故が最 も多くふGI･'1た.

劇の程度 (ガステイロ分解)をこよ軽骨解せると,タイ

プⅠ40肢. タ仁/17106肢, ヤ仁/､Ⅲ34肢であり,損傷

の大きい4､の程骨癒合に長期を要する傾向にあ-､た.

合群に頻度が高い傾向にあった.

下腿開放骨折では血管損傷を有する例や,高度〔り浮腫

術や植皮術を賛する例がある.さ吊こ骨髄炎併発例や偽

関節例等のように.骨接合に難渋する例が時折ふLt:,Itる

たd).十分な注意と適切な治療が必賛(L_なる.

6)観 光地 に於け る外科系救急の特性

車庫 英司 (新潟県立津川病院外科)

著者は新潟県のそ,17Lぞわ冬と夏の代表的な観光地であ

る六日町と相吊町で勤祷する機会があ←-,た.そこで経験

した症例を通 して,救急疾患の多様性とそれぞれの観光

地iこおける緊急疾患の特殊性に-~一一いて検討 した.

六日町は新潟県南魚沼郡に位置 し∴i2余(T)てこト ー場を

抱える.シーズン中は, スキー-一喝で年間約70名L')重症な

救急患者が発生 した.緊急疾患の橡額は多岐に及び幅広

動物による障害を経験 した.地域による特異性を考えた

ズソ中の入口急増をこ対するなお一層の救急医療体制の充

実が望まれた.

7)外傷性横隔膜-ルニアの 3例

平原 浩幸 ･佐藤 攻

欄 隆二 8田島 健三 璃 鍔赤十字賭 )紬榊 寛治

松tl川.]起夫 (_ 同 小児外科)

佐藤 良智 ( 同 胞部外科〕

最近経験 した3例を報質 した.

3例のうち,2例は変通事故が原因であり, 1例は転

落が原因で遅発性lこ発生 した例であった.いが,11も緊急

手術が施行されており,左横隔膜が破裂 していたが. 1

例に心喪破裂を合併 していた.脱.LtJJ臓器は 1例円く;用T･臓.

2例 田は腎 ･横行賠腺,3例 日は小腸であった.手術は

3例上も横隔膜を直接縫合閉鎖 Lたが,心蕪破割斜け例

では.M(､shI)atchで心喪破裂部L･')閉鎖を行一〕･!=. 2

例は軽快退院しリ 亡ったが.心喪破裂合併例では術後心筋

挫傷iこよる心 タンボナ-.1,:で死亡 した.

受像時の胸部単純X線写食でいずかも横隔膜へ′しニーl'

の診断が可能であり.Crでは脱LLt!,臓器し7)診断に有用で

あっナこ.

8)ミオグロビンIrll症を合併した多臓器損傷の

1例

､ :､ ･. ∴ ∴ )

交通外傷後に高 ミサゲtlビン tMb)血症を合併 し急

性腎イこ全に陥-I,た症例を経験 したので,若 干 の 文 献 的 考

察を加え報告 した.症例は56才男性.歩行中東済車と接

触転倒愛執 脳幹部を含めた脳挫傷あり来院時より昏経

状態でべルビ､ソし- 卜墳法を開始 した.右足背動脈拍動

触知できず腹部損傷による右大腿動脈閉塞症と診断,也

栓除去並びに左石大腿動脈 ′ミ†′ミス術を施行した_受侮

3uElより乏尿状態出現.血中尿中 Mb異常高値を示

しておi)､高 Mb血症による急性腎不全と判明.連 ll

血液透析施行 した.右下肢は血行再建術数日後再び血行

不全となり,下肢切断術を施行 したが､DIC 合併.全

身状態改善さ恒 t/f=.MOFにT,受傷1日]後iこ死亡 した.

高 Mb血症に急性腎不全を併発 したとの報告はい くつ

か認められ そL/ll原関は多岐i･こわたる.治療は Mbの

緋鯉を中心に.時には患肢切断等C')外科的処際も必要と

される.本症例の場合は DIC を合併 MOFとなり救

命できなかったが,救命のためには疾患合併の予測,早

期発見 集約的治療が不可欠と考えられた.


